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町土地開発基金の年度末残高
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＊土地金額は取得価格。

歳
出
に
お
け
る
「
項
」

の
不
用
額
に
１
千
万
円
以
上

が
散
見
さ
れ
る
が
理
由
は
な

に
か
。
ま
た
補
正
予
算
で
減

額
し
て
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
考
え
は
無
か
っ
た
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
納

税
）
の
返
礼
品
発
送
委
託
料

や
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
旧
松
田
土
木
事

務
所
整
備
事
業
な
ど
は
、
３

月
末
を
も
っ
て
確
定
す
る
た

め
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
一
方
、
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
、
公
園
管
理

費
な
ど
は
、
進
捗
状
況
に
よ

り
減
額
補
正
で
き
た
の
で
、

今
後
は
財
源
を
う
ま
く
活
用

す
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

寄
字
１
番
地
周
辺
の
町

有
地
売
却
収
入
は
、
10
年
間

の
買
戻
し
特
約
の
担
保
と
す

る
こ
と
や
、
新
松
田
駅
周
辺

再
開
発
事
業
の
公
共
用
地
買

上
げ
に
使
え
る
よ
う
に
土
地

開
発
基
金
に
積
立
て
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

（
政
策
推
進
課
）

　

財
政
運
営
の
面
で
厳
し
い

時
期
に
取
り
崩
し
で
き
る
財

政
調
整
基
金
に
、
基
金
条
例

第
６
条
第
４
項
に
規
定
す
る

「
財
産
取
得
等
の
財
源
」
と

し
て
積
立
て
、
管
理
す
る
。

本

会

議

質

疑

一
般
会
計
決
算
の
主
な
質
疑

令和２年
第3回定例会

会期　9月9日（水）〜25日（金）

9/9 一般質問
　田代議員･寺嶋議員�（Ｐ12）
　平野議員･古谷議員�（Ｐ13）
　南雲議員･齋藤議員�（Ｐ14）
　井上議員･中野議員�（Ｐ15）

9/10 議案審議
　�議案9件（条例・補正予算・財
産処分）
委員会審査
　�特別委員会（補正9号）

9/11 議案審議等
　�認定9件（決算）、委員会報告
（補正9号）
委員会審査
　�特別委員会（補正9号）

9/14 現地視察
委員会審査
　�総務文教常任委員会（陳情･条例）

9/15 委員会審査
　�総務文教常任委員会（陳情･条例）

9/16 委員会審査
　�特別委員会（決算）

9/17 委員会審査
　�産業厚生常任委員会（条例）

9/18 議案審議等
　�委員会報告2件（決算、補正
10号）、議案（補正予算10号）
委員会審査
　�特別委員会1件（補正10号）

9/24 委員会審査
　�産業厚生常任委員会（条例）

9/25 議案審議等
　�委員会報告2件（陳情・条例）
　�発議２件（意見書）、認定8件
（決算）、報告ほかが行われ、
閉会しました。

９会計の決算を認定
歳入 78億3113万円 　歳出 73億7563万円
歳入歳出差引残額  4億5550万円　　　　　　

　本会議3日目の9月11日、町長より令和元年度の一般会計
及び8特別会計等の歳入歳出決算が一括上程され、代表監査
委員の決算報告が行われました。一般会計の決算額は、歳入
46億４９５８万円に対し、歳出４４億９５５万円で、差引額は
２億４００３万円となり、特別委員会に付託されました。一方、
８特別会計等の決算総額は、歳入３１億８１５５万円に対し、歳出
２９億６６０８万円で、差引額は２億１５４７万円となりました。
　９月１６日には、議員６名と議長（オブザーバー）による一般
会計決算審査特別委員会を開催し、町長・副町長・教育長、以下
参事・課長職から係長職までの職員が出席して、詳細に審査を行
いました。
　ここでは、一般会計決算審査特別委員会等の主な審査概要をご
紹介します。
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個
人
町
民
税
と
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
滞
納
繰
越

分
が
平
成
30
年
度
よ
り
３
０

０
～
４
０
０
万
円
増
収
と
な

っ
て
い
る
。
滞
納
整
理
の
方

法
を
改
善
し
た
の
か
。

（
税
務
課
）

　

基
本
的
に
滞
納
整
理
は
一

括
で
対
応
。
増
収
理
由
は
、

①
神
奈
川
県
の
徴
収
委
託
制

度
を
利
用
し
た
。
②
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
開
始
し
、
滞
納
者

が
納
付
し
や
す
く
な
っ
た
。

③
金
融
機
関
へ
預
金
調
査
等

を
積
極
的
に
実
施
し
た
。
以

上
の
働
き
か
け
が
滞
納
減
少

に
つ
な
が
っ
た
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
使

用
料
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
利
用
の
内
訳

と
、
そ
の
要
因
は
な
に
か
。

（
教
育
課
）

　

大
ホ
ー
ル
が
56
件
、
リ
ハ

ー
サ
ル
室
２
１
２
件
、
練
習

室
１
が
２
６
７
件
、
練
習
室

２
が
１
７
４
件
、
練
習
室
３

が
１
４
９
件
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
８
８
８
件
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
45
件
の
利
用
が
あ
っ

た
。
要
因
と
し
て
は
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
利
用
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
こ
と
と
、
一
般
の

団
体
の
利
用
時
間
数
が
短
く

な
っ
た
こ
と
。

ヤ
マ
ビ
ル
被
害
対
策
事

業
補
助
金
２
万
６
千
円
と
少

な
い
が
、
寄
地
区
や
松
田
山

の
ヤ
マ
ビ
ル
発
生
は
非
常
に

多
い
状
況
で
あ
る
。
増
額
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

ヤ
マ
ビ
ル
被
害
対
策
は
30

万
円
程
の
支
出
で
、
す
べ
て

補
助
対
象
事
業
費
で
あ
る
が
、

県
で
割
振
り
が
決
め
ら
れ
配

分
さ
れ
て
い
る
。
知
事
に
も

要
望
し
て
い
る
の
で
引
き
続

き
訴
え
て
い
く
。

繰
越
明
許
費
３
千
３
百

万
円
の
事
業
名
は
な
に
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

①
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
、
②
災
害
救
援

事
業
、
③
農
業
振
興
対
策
に

要
す
る
経
費
、
④
道
路
新
設

改
良
整
備
事
業
費
、
⑤
橋
梁

長
寿
命
化
事
業
、
⑥
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
、
⑦
現
年
度

災
害
復
旧
事
業
（
町
道
寄
11

号
線
災
害
復
旧
工
事
）
の
計

７
件
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
平
成
28
年
度
１
億
５
千
万

円
か
ら
２
年
続
け
て
８
千
万

円
余
に
落
ち
て
い
る
。
体
制

を
整
え
て
増
や
す
方
法
は
あ

る
か
。（

政
策
推
進
課
）

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
で

上
程
し
た
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
に
、
ブ
ラ
ン

ド
品
開
発
で
新
し
い
も
の
を

作
る
。
そ
し
て
発
信
し
て
行

く
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
の
町
税

外
収
入
に
お
い
て
、
人
口
が

減
少
す
る
中
で
の
貴
重
な
財

源
で
あ
る
の
で
新
た
な
発
信

力
を
も
っ
て
進
め
る
。

歳

　

　

入

令和元年度 会計別決算の状況
9会計の歳入決算額 ⇒ 78億3113万円　前年度比 △5.4％

ESCO事業　冷温水発生装置

町民文化センター　リードウォール

※１万円未満を四捨五入しているので、合計が一致しない場合があります。

… 市町村が独自に調達できる財源　 ⇒町税、手数料、使用料、諸収入、分担金 他自主財源
… 国や県から交付される財源や借入金　 ⇒地方交付税、国県支出金、町債 他依存財源

一般会計の歳入額
46億4958万円　前年度比△5.6％
自主財源

21億7129万円
依存財源

24億7828万円

①国民健康保険事業特別会計　12億9381万円　　②介護保険事業特別会計　10億9681万円
③その他６会計の合計　　　　 7億9094万円

・下水道事業特別会計 　　　　３億 901万円　　　・上水道事業会計　 　　１億6675万円
・後期高齢者医療特別会計 　　１億8201万円　　　・国保診療所事業特別会計　 7256万円
・寄簡易水道事業特別会計 　　　　3871万円　　　・用地取得特別会計　 　　　2191万円

特別会計・企業会計の歳入額
31億8155万円　前年度比△5.2％

① ② ③
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
交
付
金
は
毎
年
１
千
万
円

ほ
ど
交
付
し
て
い
る
が
、
使

途
は
な
に
か
。

（
総
務
課
）

　

26
自
治
会
に
対
す
る
交
付

で
、
会
長
、
組
長
、
世
帯
数

に
応
じ
て
固
定
的
に
交
付
す

る
部
分
と
、
防
災
防
犯
支
援

費
と
し
て
も
交
付
し
て
い
る
。

自
治
会
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

た
が
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。（

総
務
課
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
工
事

で
元
年
度
は
３
台
設
置
し
た
。

設
置
す
る
際
は
、
自
治
会
と

相
談
し
て
対
応
す
る
。

現
状
の
Ｗ
ⅰ
ー
Ｆ
ⅰ
の

環
境
、
使
い
勝
手
、
時
間
制

限
な
ど
の
状
況
は
ど
う
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

公
衆
Ｗ
ⅰ
ー
Ｆ
ⅰ
は
、
町

内
７
箇
所
に
設
置
し
、
お
も

て
な
し
す
る
た
め
の
も
の
で
、

　

耕
作
放
棄
地
の
対
策

補
助
金
が
予
算
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

元
年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
、
要
綱
の
制
定
を
し
て
募

集
を
か
け
た
が
実
績
は
無
か

っ
た
。
２
年
度
は
、
状
況
を

見
な
が
ら
見
直
し
を
図
る
。

ハ
ー
ブ
館
・
子
ど
も
の

館
・
自
然
館
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
の
講
師
へ
の
謝
礼
の
報

償
費
が
非
常
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
か
。

保
育
所
の
待
機
児
童
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
子
育
て
健
康
課
・
副

町
長
）

　

待
機
児
童
は
１
名
で
あ
り
、

２
０
２
５
年
ま
で
微
増
傾
向

だ
が
、
そ
れ
以
降
減
少
傾
向

に
転
じ
る
。
一
つ
の
方
法
と

し
て
認
定
こ
ど
も
園
を
検
討

し
て
い
る
が
、
設
備
投
資
、

経
費
も
関
係
し
て
く
る
の
で

児
童
数
の
推
計
を
考
え
検
討

を
進
め
る
。

急
病
に
な
っ
た
時
や
、

緊
急
時
の
中
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
対
応
は
ど
う
か
。

（
教
育
課
）

　

個
別
に
バ
ス
を
出
す
と
い

う
対
応
は
し
な
い
。

　

生
徒
が
急
に
具
合
が
悪
く

自

治

・

政

策

経

済

・

観

光

子

育

て

・

教

育

使
用
を
続
け
る
と
１
時
間
弱

で
切
断
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
返
礼

品
発
送
等
委
託
料
の
元
年
度

の
実
績
、
委
託
先
、
委
託
料

の
内
訳
は
ど
う
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

歳
入
は
８
千
８
百
万
円
、

歳
出
は
約
４
千
万
円
、
約
５

千
件
の
寄
附
が
あ
っ
た
。
委

託
先
は
５
業
者
で
、
返
礼
品

に
30
％
、
事
務
委
託
、
発
送

料
で
20
％
を
支
払
っ
て
い
る
。

関
係
人
口
創
出
・
拡
大

事
業
推
進
業
務
委
託
７
百
万

円
余
の
委
託
業
者
の
選
考
、

効
果
は
ど
う
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　

総
務
省
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
形
式
と
し
、
県
内
の

「
ト
ラ
イ
ミ
ラ
イ
」
を
最
優

秀
と
し
て
選
考
し
た
。
３
つ

の
区
分
で
22
回
、
１
８
３
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

松
田
町
を
知
ら
な
か
っ
た

（
観
光
経
済
課
）

　

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
立
て

る
と
き
に
、
謝
礼
を
抑
え
る

と
い
う
考
え
が
各
館
で
あ
っ

た
。
今
後
、
料
金
ア
ッ
プ
の

検
討
を
３
年
度
予
算
で
考
え

る
。

店
舗
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
の
実
績
と
効
果
は

ど
う
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

実
績
は
、
松
田
、
寄
各
１

件
で
、
カ
フ
ェ
で
あ
る
。
効

果
は
、
商
業
振
興
、
地
域
の

賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

な
っ
た
場
合
は
、
教
師
か
ら

保
護
者
へ
連
絡
し
て
迎
え
に

来
て
も
ら
う
。
保
護
者
が
不

在
の
場
合
は
学
校
に
待
機
さ

せ
、
連
絡
が
つ
き
次
第
迎
え

に
来
て
も
ら
う
。

図
書
館
費
の
需
用
費
・

消
耗
品
費
で
新
聞
、
雑
誌
を

購
入
、
ま
た
備
品
図
書
費
で

も
購
入
し
て
い
る
。
毎
年
少

な
く
な
っ
て
、
元
年
度
も
不

用
額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
な
に
か
。

（
教
育
課
）

　

図
書
等
の
購
入
は
図
書
館

職
員
・
司
書
を
含
め
て
選
書

し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算

で
有
効
に
購
入
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

京
浜
方
面
の
方
の
来
訪
の
き

っ
か
け
や
、
現
場
視
察
型
の

講
習
に
よ
り
理
解
が
深
ま
り
、

薪
（
ま
き
）
ス
ト
ー
ブ

購
入
補
助
金
で
購
入
し
た
場

合
、
薪
の
供
給
は
可
能
な
の

か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

呂
が
薪
ボ
イ
ラ
ー
と
併
用
に

な
る
が
、
セ
ン
タ
ー
の
み
で

は
、
採
算
性
が
厳
し
い
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
し
た

場
合
の
薪
の
需
要
に
対
し
て

は
積
極
的
に
供
給
を
行
う
。

薪ストーブ
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　松田町議会は、３月・６月・９月・12月の年４回定例会が開催されます。議会で
の審議を誰でも傍聴できますので、ぜひ、議場にお越しください。　
　なお、コロナ禍のため、傍聴席を10席とさせていただいております。

� 詳細は、議会事務局へ。℡84－1335（直通）

12月議会（初日は２日・午前９時開会）を
傍聴してみませんか！

足
柄
東
部
清
掃
組
合
の

ご
み
焼
却
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
。
ご
み
処
理
広
域
化

の
進
展
は
ど
う
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

ご
み
処
理
広
域
化
を
目
指

し
て
、
１
市
５
町
で
準
備
室

を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
て
い

る
。
多
額
の
費
用
が
か
か
る

施
設
な
の
で
、
国
庫
補
助
金

の
交
付
に
あ
た
っ
て
必
要
に

な
る
循
環
型
社
会
形
成
推
進

計
画
の
２
年
度
中
の
策
定
を

目
指
し
て
い
る
。

衛

生

・

環

境

廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託

料
の
不
用
額
４
６
０
万
円
あ

る
。
前
年
度
の
実
績
を
も
と

に
予
算
組
み
し
て
い
る
と
お

思
う
が
原
因
は
な
に
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

予
算
積
算
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
者
か
ら
の
見
積
徴
集
等

を
し
て
い
る
。
ご
み
の
減
量

施
策
を
併
せ
て
実
施
し
て
い

る
の
で
、
し
っ
か
り
精
査
し

て
不
用
額
を
抑
え
て
い
く
。

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
普
及

啓
発
事
業
委
託
料
４
４
９
万

余
円
は
前
年
度
か
ら
倍
増
し

て
い
る
。
要
因
は
な
に
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

１
０
０
％
補
助
金
を
獲
得

し
た
。
委
託
先
は
１
者
で
、

環
境
展
を
ス
プ
ラ
ポ
で
行
い
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電

源
に
使
っ
た
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン

ト
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
講
座
を

10
回
開
催
、
自
治
会
へ
の
ポ

ス
タ
ー
配
付
、
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
の
意
見
啓
発
な
ど
を
実

施
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

費
補
助
金
の
不
用
額
１
千
２

百
万
円
の
要
因
は
な
に
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
分
を
15 

基
分
計
画
し
て
い
た
が
、
自

己
負
担
分
が
数
十
万
円
か
か

る
た
め
、
補
助
金
申
請
が
３

基
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
。決算審査特別委員会報告（抜粋）

審査の内容

　今後は次のことについて、十分留意されたい。

（1）ふるさと応援寄附金に対する返礼品は、地場産品の振興を図

るとともに、魅力的な特産品を開発し、歳入増に努められたい。

なお、開発に補助金を出したものについては、しっかりと検証

されたい。

（2）各種委託料の成果品のうち計画書の類に関するものは、実施

内容や、その効果を適宜報告されたい。

（3）指定管理委託料の中で、スプラポ、ドッグラン、ロウバイ園

等の運営状況、経営報告の検証を行い、適宜報告されたい。

（4）歳出の中で、不用額が多く見受けられるが、十分精査分析し、

予算計上されたい。

東部清掃組合大井美化センター

ライブイベント
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条
例
・
補
正
予
算
・
財
産
処
分

▼
松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
条
例

　

松
田
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

条
例
及
び
松
田
町
立
公
民
館

条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に

「
松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
運
営
す
る
た
め

に
必
要
な
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。
新
規
条
例
の
た

め
詳
細
な
審
査
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
14
日
、
15
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
条
文
の
解
釈
、

目
的
等
の
説
明
を
求
め
、
廃

止
さ
れ
る
２
条
例
と
の
比
較

を
し
て
審
査
し
ま
し
た
が
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
表
彰
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

各
種
委
員
等
が
担
い
手
不

足
で
あ
る
た
め
、
表
彰
対
象

と
な
る
在
職
期
間
の
短
縮
な

ど
表
彰
基
準
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
よ

り
、
個
人
町
民
税
の
均
等
割

非
課
税
基
準
の
見
直
し
な
ど
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

条
例
に
お
い
て
引
用
す
る

法
律
の
名
称
等
が
変
更
と
な

っ
た
た
め
、
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
松
田
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
通
称
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
の
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
手

数
料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

９
９
０
２
万
１
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
66
億
８
２

４
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

普
通
交
付
税
、
前
年
度
繰
越

金
等
、
歳
出
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合
対
策

事
業
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣

化
促
進
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

松
田
小
学
校
整
備
事
業
の
継

続
費
設
定
、
債
務
負
担
行
為

及
び
地
方
債
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

　

委
員
６
名
で
構
成
す
る
一

般
会
計
補
正
予
算
審
査
特
別

委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

賛
成
全
員
で
、
松
田
小
学
校

整
備
事
業
費
23
億
４
０
３
６

万
円
の
継
続
費
を
削
る
修
正

案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０

８
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
13
億
５
３
４
６
万

６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
前
年
度
繰

越
金
な
ど
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９

４
８
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
11
億
７
７
７
３

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
一

般
会
計
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
、
歳
出
は
保
険
給
付
費

の
財
源
補
正
、
介
護
給
付
費

負
担
金
過
年
度
分
返
還
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

寄
字
１
番
の
面
積
１
万
２

５
７
８
・
６
５
㎡
の
町
有
地

計
５
筆
が
、
一
般
競
争
入
札

の
結
果
、
１
億
９
１
０
０
万

円
で
落
札
さ
れ
た
た
め
、
地

方
自
治
法
第
96
条
の
規
定
に

よ
り
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

２
２
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
68
億
８
４
６
６
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
町

有
地
売
払
収
入
、
歳
出
は
財

政
調
整
基
金
積
立
金
、
公
有

財
産
購
入
費
の
ほ
か
、
松
田

小
学
校
整
備
事
業
の
継
続
費

設
定
の
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
の
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町民文化センター
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　新型コロナウイルスによる地方財政への影響に鑑み、行政サービスを安定・持続的に提供するための

意見書を発議第２号として提案し、国へ意見書を提出しました。

【発議第２号】意見書（抜粋）
１�　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時
財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。
２�　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保すること。
３�　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、
減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
４�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につい
ては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。
５�　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産
を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本
来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

【発議第3号】意見書（抜粋）
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、文科省より「学校の新しい生活様式」が示された。マニュアルでは、
「密集」を回避するための身体的距離の確保について、「１メートルを目安に学級内で最大限の間隔を取るように
座席配置を取ります」と記されている。
　しかし、現行の公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律では、１学級を４０人として
いるため、十分な距離を確保することができず、「学校の新しい生活様式」とはかけ離れた状況が生じている。
　さらに、３ヶ月に及ぶ休校による学びの遅れを取り戻すために、今まで以上の丁寧な学習指導・支援の必要性が
生じている。加えて、長期休校、感染拡大による社会不安や家庭環境の変化などにより、ストレスを抱えながら生
活している子ども一人ひとりに、丁寧に関わりながら心のケアをすすめていくことが求められている。
　そして、社会全体における「新しい生活様式」とともに、恒常的な感染症対策を、学校における教育活動として、
継続的に実施していく必要がある。
　これらを実現するためには、義務教育費国庫負担制度の国庫負担割合を２分の１に復元し、少人数学級の実現を
はじめ、教職員定数改善のための財源の保障をし、子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受け
られることが必要である。
よって、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政
を進めることができるようにするため、次の措置を講じられるよう強く要請する。

記

１�　少人数学級編成の実現をはじめとする教職員定数改善計画を早急に策定すること。
２�　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。

▼
陳
情
第
１
号　

少
人
数
学
級
編
成
の
実
現
を

は
じ
め
と
す
る
教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た

め
の
、
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

　

９
月
14
日
、
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
教

育
長
等
か
ら
少
人
数
学
級
、
教
職
員
定
数
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
や
、
松
田
小
中
学
校

の
現
状
・
現
場
の
意
見
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
質
疑
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
採

択
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

▼
発
議
第
３
号　

少
人
数
学
級
編
成
の
実
現
を

は
じ
め
と
す
る
教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た

め
の
、
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
　

陳
情
第
１
号
の
可
決
を
受
け
、
密
集
対
策
、

丁
寧
な
学
習
指
導
、
児
童
等
の
心
の
ケ
ア
等
の

必
要
性
か
ら
、
発
議
第
３
号
を
提
案
し
、
国
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

総
務
文
教

　

常
任
委
員
会
の

審
査
結
果
・

�

発
議
第
３
号

発議第2号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税
財源の確保を求める意見書の提出について
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▼
議
案
第
32
号　

松
田
町
公

園
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
西
平
畑
公

園
に
関
係
す
る
４
つ
の
条
例

を
一
括
で
改
正
す
る
も
の
で
、

入
園
料
、
入
館
料
等
の
新
設
、

ふ
る
さ
と
鉄
道
乗
車
料
等
の

値
上
げ
な
ど
改
正
す
る
も
の

で
す
。

（
概
要
は
、
№
２
１
９
号
・

�

８
月
１
日
号
に
掲
載
）

　

６
月
２
日
に
上
程
さ
れ
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
３
日
、

７
月
29
日
、
９
月
17
日
及
び

24
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
に
審
査
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
無
し

で
否
決
と
な
り
、
委
員
会
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
も
賛
成
少
数
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

�
審
査
結
果

【議案第32号】松田町公園条例等の一部を改正する条例
産業厚生常任委員会報告（抜粋）

１．審査の結果
　採決の結果、賛成無しで原案を否決すべきものと決定しました。
２．審査の内容
　観光経済課長及び担当職員出席のもと、松田町公園条例等の一部を改正する条例について、追加資料の提出を求
め、質疑を行って詳細に審査しました。
　審査の結果、西平畑公園全体を魅力があり、人が集うようなものとしたいという意向、さらに、従来の使用方法
を否定せず、活かしきれていないポテンシャリティを活かすという方向性、また、持続可能なものとして運営して
いくという町の考えは理解しました。
　しかし、この改正においては町の意向、方向性などが条例案に反映されておらず、また、利用者の負担増となる
入園料や使用料等において広く意見を求めていないことや、設定の根拠が明確になっていないことなどから、再考
すべきと判断しました。
　なお、次の項目について、強く申し入れをします。
（1）西平畑公園内の施設利用のための複雑な条例改正であるため、管理に関する条例を新設するなどわかりやすく
すること。
（2）西平畑公園管理交流施設を、「子どもの館」として町民に慣れ親しんだ名称とすること。
（3）入園料や使用料等は、パブリックコメントなどの手法により、町民をはじめ、広く利用者の意見を求めること。
（4）各施設の入園料や使用料等については、積算根拠を明確に示し、設定すること。
（5）「公益性」による使用料等の減免、「営利」による加算については、明確に定義すること。

議案第32号
松田町公園条例等の一部を改正する条例　【討論】

委員会報告「否決」の為、町長の提案に対する賛成・反対の順となります。

賛　成　討　論 平野　由里子　議員
　「議案第３２号　松田町公園条例等の一部を改正する条例」について、原案に賛成の立場から討論します。
　まず最初に、私は産業厚生常任委員会委員長として審査をし、先ほど「否決」として報告させていただいた者で
す。しかし、委員会審査独立の原則があり、また、委員長は委員会採決では意見を表決していないことをご理解く
ださい。
　委員会では４月、５月からこのテーマで勉強を始めており、委員の皆様とも担当職員とも、時間を費やして議論
を積み重ねてきました。これまでの議論を読み返し、熟考しました結果、これを全否決で終わらせて良いのだろう
か、という思いが拭えませんでした。
　私もこの議案には、全面的に賛成できない部分はあります。しかし、西平畑公園を何とか良い方向に持っていき
たい、従来のあり方を否定せず、活かしきれていないポテンシャリティを活かす、持続可能なものとして運営して
いく、という町の考えには全面的に賛成です。委員の皆様も、ここは同じお気持ちだという事を先ほど報告しまし
た。
　そこから先が、納得しきれないから、じゃあ否決をしてしまうのか、と言うと、私は逆です。
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反　対　討　論 井上　栄一　議員
　議案第３２号について反対の立場で討論します。
　現在、松田町は少子高齢化の中、人口減少などにより税収減、そして行政施設の老朽化などにより財政面で厳し
い状況にあります。
　そこで町当局は、西平畑公園、桜まつりの入場者からの料金を徴収し、その財源を公園の維持管理費に充当した
いという町の思惑は理解できますが、「松田町公園条例」は現在は西平畑公園のみでありますが、公園条例等第１
条にあるように、これから出来るかもしれない町民のための、公共の福祉の増進に寄与するための公園であれば、
有料化については特定の公園と管理条例などで対応すべきであります。
　委員会報告は何回も数を重ねて審議されたものであり、「町の意向、方向性などが条例案に反映されていない」、
「町民に広く意見を求めていない」という報告書の内容は、私との考え方を同じくするものであります。
　この報告書を尊重して頂きたいと考えます。
　以上で議案第３２号に対する反対討論とします。

　５月の委員会において、担当者から西平畑公園の課題として３点、挙げられました。すなわち、来園者の減少、
運営収支の悪化（すなわち財政負担）、施設の老朽化、です。これらの課題をそのままにしておいて良いはずがあ
りません。
　６月に上程されると、本会議でも、その後の委員会でも、公園の公共としてのあり方と、子どもの館・自然館の
コンセプトがクローズアップされました。
　委員会において、担当者側が、「安全に利用するための公共としての公園機能」と「付加価値的なサービス提供
による地域振興機能」とを分けて、収支を出してくださった事により、公共としての公園の部分まで利用者負担を
求めるわけではないことが整理されました。
　子どもの館と自然館のあり方については、平成５年の開館からの経緯を振り返り、「子どもと自然をテーマにし
た公園」と言うあり方を確認し、一時商業ベースに振れかけた時に反対署名まで起きた事を想起し、むしろ西平畑
公園が他にはない公園とされる重要な要素であることが理解されました。
　そして入園料・入館料・使用料の設定について、私もその上限額においては納得していないものが一部あります
が、担当側からは町直営での運営においては、現行から僅かに上がるだけの金額が提示されました。また入園料・
入館料については町民の免除規定もあり、またそもそも、普段の使い方では、町民であろうが町外であろうが、こ
れまで通り無料という確認もしました。
　しかし、上限をここで認めてしまえば歯止めがない、と言う指摘もしました。それに対しては、議会は指定管理
の承認段階でチェックする機会があり、またそれ以降も常に情報共有して意見を聞くと言う確認をしました。
　他にもありますが、こうした幾つかのターニングポイントがあり、完璧ではなくても一応の理解をしながら進ん
できたので、どうしても、の部分は修正してでも、委員会は通るのではないかと感じていたのです。かなり丁寧な
議論を積み重ねてきたものが、ここでご破算というのは、やはり納得できません。
　最後になりますが、桜祭りでの入園料。今回上限500円の提案でした。寄ロウバイ園も条例では500円です
が、現在300円で運用されています。これも有料では人が来なくなると言われましたが、今、どうでしょうか？
関係者皆さんのご尽力で大変賑わっております。
　松田山の桜祭りは入園料ダメというのは整合性がありません。実行委員会は苦心され「協力金」という形で2回
実施されましたが、大変なご苦労があったと聞いています。それでも誇りを持って取り組んでこられた商工会関係
者の方に、議会はもう応えるべきではないでしょうか？
　指定管理の更新がなくなり、町直営となってから、年間収支は約1800万円の赤字です。条例改正する前に、
管理責任を明確にして経営の基本を見直すべき、という声も聞いています。それはもちろん、できることは直ぐ着
手してほしい。それで今回の条例改正ですが、これで全て黒字化するわけではありません。でも指定管理に出す前
に、半分にできる可能性があります。
　この定例会は決算議会でもありましたが、財政運営には、町長や職員の皆さんが常に知恵を絞っていられること
は知っています。また議会側も、財政推計をいつも気にされる皆さんが揃っております。西平畑公園の運営がこの
ままで良いのか、今一度お考えいただいて、議論に一気に幕を引くのではなく、課題解決に向けて一歩踏み出しま
しょう。
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▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

委
員
６
名
で
構
成
す
る
特

別
委
員
会
を
９
月
10
日
、
11

日
に
開
催
し
、
賛
成
全
員
で

修
正
可
決
し
、
報
告
し
ま
し

た
。
本
会
議
に
お
い
て
も
賛

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
補
正
予
算
第
９
号
）

一般会計補正予算審査特別委員会報告書について（回答）
　本件、貴職から令和２年９月１４日付で依頼があったので、下記のとおり回答します。

記

　個別の回答をする前に、この特別委員会では、まず、新型コロナウイルス感染症を含む補正予算の内容、適正性
等の審議を行った。
　次に、継続費について財政推計などの審議をしたあと、先般、廃棄物処理法違反のマスコミ報道がなされた前田
建設工業株式会社が、松田小学校校舎建設事業における「松田町立松田小学校校舎建設事業前田建設工業、計画・
環境建築、類設計室、関野建設　設計・建設工事共同企業体」の代表企業であること、及びこの継続費が当該共同
企業体との工事請負費及び工事監理委託料に関わる補正予算であることから、今回のマスコミ報道に対する、及び
過去の松田町発注工事における事項を踏まえた前田建設工業株式会社、当該共同企業体の取扱い、工事監理のあり
方、これらについての町民の理解への影響、町民の安心感などに対する町の考え方を重視して、審議を行った結果、
町として国、神奈川県、石川県などに照会をかけている最中であることが判明した。
　貴職への回答は次のとおり。
１�．議案第４３号令和２年度松田町一般会計補正予算（第９号）中、第２条及び第２表　継続費を削られた理由　　
上記審議の結果、賛成全員で修正を可決した。
２．今後の対応について、松田町議会として代替案について
　　代替案は執行権の範疇であり、町長の責務であると考える。
３．今回の修正に対し、松田町議会として町民及び学校関係者等への説明について
　　議会だよりで周知するとともに、必要に応じ、議会報告会等で行う所存。

【補正第９号】
一般会計補正予算審査特別委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　次の事項について強く申し入れます。
（1）町単独の家賃補助の執行は国庫補助対象基準を遵守するとともに、
売上減少率の低いものは慎重に取り扱うこと。
（2）松田町特産品開発事業補助金執行にあたっては、その後の検証を
十二分に行うこと。

【補正第10号】
一般会計補正予算審査特別委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　次の付帯事項を順守して執行するよう申し入れます。
（1）寄字一番地の土地売買代金191,000,000円を財政調整基金へ積み
立てることについては、同基金条例第6条第4号の規定に基づき、土地
売買契約書第18条の「売買物件の買い戻し」の財源とすること。
（2）松田町立小学校校舎建設事業基本協定書を変更した際、速やかに議会
に報告すること。
（3）工事監理業務委託については、共同企業体以外の透明性のある業者と
契約をすること。
（4）構造等重要な検査については、町専門職員立会いのもと実施すること。

成
全
員
で
修
正
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
14
日
付
で
町
長

か
ら
修
正
可
決
に
関
し
て
回

答
依
頼
が
あ
り
、
18
日
付
で

回
答
し
た
の
で
下
記
の
と
お

り
掲
載
し
ま
す
。

修正で削られた「継続費」� （単位：千円）
款 項 事業名 総　額 年　度 年割額

教
育
費

小
学
校
費

松田小学校
整備事業　

2,340,360

令和2年度 499,950

令和3年度 1,836,410

令和4年度 4,000

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

　

委
員
11
名
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
９
月

18
日
に
開
催
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
補
正
予
算
第
10
号
）
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第3回定例会（9月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　認…認定

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案38 松田町生涯学習センター条例 総務文教常任委員会へ付託・継続審査

　　39 松田町表彰条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　40 松田町税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　41 松田町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　42 松田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　43 令和２年度松田町一般会計補正予算（第９号）
（一般会計補正予算審査特別委員会報告）

修　正　案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
修正案以外
の部分　　 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　44 令和２年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　45 令和２年度松田町介護保険事業特別会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 1 令和元年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定について
（一般会計決算審査特別委員会報告） 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

　　 2 令和元年度松田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 3 令和元年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 4 令和元年度松田町上水道事業会計利益の処分及
び決算の認定について

利益の処分 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
決算の認定 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 5 令和元年度松田町寄簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 6 令和元年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 7 令和元年度松田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 8 令和元年度松田町用地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 9 令和元年度松田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案46 財産の処分について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　47 令和２年度松田町一般会計補正予算（第１０号）
（一般会計補正予算審査特別委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

発議 2 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 1

少人数学級編成の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教
育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０２１年度政
府予算に係る意見書採択の要請について

（総務文教常任委員会報告）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 3
少人数学級編成の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教
育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、２０２１年度政
府予算に係る意見書

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案32 松田町公園条例等の一部を改正する条例 （産業厚生常任委員会
報告） ＊委員会報告否決の為、原案に対する採決 否 ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●

※　飯田一議長は採決に加わらない。
※　�議案第３８号は総務文教常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり採決は行っていない。
※　�発議は、地方自治法第１１２条（…議員は、議会の議決すべき事件につき、議会に議案を提出することができる。）による。
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町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

⑴　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

庁
舎
や
地
域
集
会
施
設
等
へ

の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
に
町
民
が
参
加

で
き
る
企
画
に
取
り
組
む
お

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　

７
月
上
旬
に
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
指
定
予
定
箇
所

図
が
県
か
ら
地
権
者
へ
送
付

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
松
田

町
へ
の
意
見
照
会
の
後
に
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
き
安
全
性

を
高
め
る
た
め
の
指
定
で
す
。

　

こ
の
予
定
箇
所
に
は
、
農

振
農
用
地
の
段
々
畑
が
含
ま

れ
て
お
り
作
業
効
率
が
悪
い

た
め
大
半
が
荒
廃
地
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
農
地
以
外
の

用
途
へ
の
転
用
は
原
則
、
農

振
法
の
規
定
で
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
急
傾
斜
地
に
は
、

災
害
に
強
い
広
葉
樹
を
植
栽

す
る
な
ど
転
用
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
お
伺
い

⑵　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
教

育
で
は
、
通
年
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見

直
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど

で
資
質
・
能
力
の
柱
の
育
成

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

し
ま
す
。
松
田
町
と
同
様
の

課
題
を
抱
え
る
市
町
村
と
連

携
し
て
、
農
振
農
用
地
を
担

当
す
る
県
に
対
し
指
定
解
除

に
つ
い
て
強
く
要
請
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

急傾斜地の
「農用地解除」
前向きに取り組む

回答（町長）

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
指

定
予
定
箇
所
に
、
農
振
農
用

地
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
急
傾
斜
地

の
た
め
大
半
が
荒
廃
地
化
し

⑴　

地
域
集
会
施
設
等
に
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
地
域
と
遠
隔
で
会
議
等

を
開
催
す
る
こ
と
や
、
災
害

時
の
避
難
場
所
に
お
い
て
地

域
の
安
心
・
安
全
な
環
境

を
構
築
す
る
機
能
を
持
つ
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏

ま
え
て
補
正
予
算
を
組
む
。

⑵　

臨
時
休
業
に
よ
り
減
少

し
た
授
業
時
数
を
確
保
す
る

た
め
、
小
・
中
学
校
の
夏
季

休
業
を
短
縮
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
は
、
学
校
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
学
習
と
家
庭

で
も
で
き
る
学
習
を
明
確
化

し
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な

資
質
・
能
力
育
成
と
学
力
向

上
に
向
け
推
進
す
る
。

て
お
り
、
農
地
と
し
て
維
持

さ
れ
て
い
る
所
は
極
め
て
少

な
い
。
県
か
ら
の
今
後
の
意

見
照
会
に
対
す
る
回
答
は
、

町
の
指
定
予
定
箇
所
の
現
況

を
示
し
、
農
振
農
用
地
の
指

定
解
除
に
向
け
た
下
地
づ
く

り
を
行
う
。

　

農
振
農
用
地
の
見
直
し
は

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
の
で
、

農
振
法
の
規
定
に
基
づ
く

「
山
林
・
原
野
化
し
た
耕
作

放
棄
地
の
農
用
地
か
ら
の
除

外
」
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
足
柄
上
地
域
で
の

知
事
と
の
懇
談
会
な
ど
、
機

を
捉
え
て
現
況
を
訴
え
る
と

共
に
、
同
様
の
課
題
を
抱
え

る
市
町
村
と
連
携
し
て
農
振

農
用
地
指
定
解
除
に
同
意
い

た
だ
け
る
よ
う
、
強
く
要
望

し
て
い
く
。

地域集会施設で
オンライン会議に
取り組む

回答（教育長・町長）

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を

質
問
者

　

寺
嶋　

正　

議
員

質
問
者

　

田
代　

実　

議
員

災
害
に
強
い
広
葉
樹
植
栽
の
た
め
、

急
傾
斜
地
の
農
振
農
用
地
指
定
解
除
を
！
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松
田
町
は
県
の
制
度
に
上

乗
せ
す
る
形
で
不
妊
治
療
に

対
す
る
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
近
隣
自
治
体
の
ほ
と

ん
ど
が
、
県
に
準
ず
る
所

得
・
年
齢
制
限
を
設
け
る
中

で
、
当
町
は
制
限
な
し
で
あ

り
、
１
回
あ
た
り
の
助
成
金

上
限
も
20
万
円
と
充
実
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
県
も
、
松

田
を
含
む
大
半
の
自
治
体
も
、

対
象
と
し
て
い
る
の
は
特
定

不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
）
だ
け
で
す
。

⑴　

結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
体
制
は
あ
り
ま
す
か
。

⑵　

不
妊
治
療
の
入
り
口
で

あ
る
不
妊
検
査
、
及
び
タ
イ

ミ
ン
グ
法
・
人
工
授
精
と
い

う
一
般
不
妊
治
療
に
対
す
る

助
成
を
行
う
お
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
な
ど
の
豪

雨
に
よ
る
風
水
害
が
多
発
す

る
時
期
を
コ
ロ
ナ
危
機
の
中

で
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

⑴　

避
難
所
で
の
ク
ラ
ス
タ

ー
発
生
の
危
険
性
を
さ
け
る

た
め
、
避
難
方
法
の
幅
広
い

選
択
肢
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

⑵　

旧
焼
却
場
跡
地
が
広
域

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す

一般不妊治療も
支援していく

回答（町長）

⑴　

子
育
て
健
康
課
内
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
け
、
妊
娠
届

け
時
、
母
子
健
康
手
帳
を
交

付
し
た
時
か
ら
、
妊
娠
中
、

出
産
、
産
褥
期
、
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
で
、
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、

結
婚
か
ら
妊
娠
ま
で
は
接
点

が
無
か
っ
た
の
で
、
先
進
事

例
を
調
査
し
取
り
組
み
を
考

え
る
。

⑵　

不
妊
治
療
の
入
り
口
で

あ
る
検
査
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ

法
、
人
工
授
精
と
い
う
「
一

般
不
妊
治
療
」
の
中
に
は
、

医
療
保
険
が
適
用
に
な
る
も

の
と
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
保
険
適
用
に
な
ら
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
助
成
出

来
る
よ
う
不
妊
治
療
費
助
成

金
交
付
要
綱
を
見
直
す
。
辛

い
と
言
わ
れ
る
治
療
に
臨
む

ご
夫
婦
の
悩
み
に
向
き
合
い
、

安
心
し
て
こ
の
町
に
住
ん
で

頂
け
る
よ
う
、
町
と
し
て
出

来
る
こ
と
に
は
取
り
組
む
。

【
訂
正
】
№
２
１
９
号
・
８

月
１
日
号
の
平
野
議
員
へ
の

回
答
者
は
、
教
育
長
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

が
、
民
家
の
先
か
ら
未
舗
装

区
間
約
１
５
０
ｍ
の
整
備
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

地域の実情に合わせ
必要な対応をする

回答（町長）

⑴　

町
で
配
付
し
て
い
る
土

砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
確
認
し
、
自
分
の
家

が
危
険
区
域
に
含
ま
れ
て
い

れ
ば
町
が
指
定
し
て
い
る
避

難
場
所
へ
避
難
す
る
。

　

ま
た
、
分
散
避
難
と
し
て

安
全
な
親
戚
や
知
人
宅
へ
避

難
、
車
両
を
使
っ
た
車
両
避

難
、
自
宅
を
活
用
し
た
在
宅

避
難
、
町
避
難
所
の
密
を
避

け
る
た
め
テ
ン
ト
、
マ
ッ
ト

を
準
備
し
た
。

　

旅
館
や
ホ
テ
ル
等
へ
の
避

難
も
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら

各
事
業
所
に
協
力
を
頂
け
る

よ
う
働
き
か
け
る
。

⑵　

旧
焼
却
場
跡
地
の
広
域

避
難
場
所
ま
で
の
虫
沢
林
道

は
南
側
斜
面
が
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
広
域
避
難
場

所
の
見
直
し
を
要
望
さ
れ
て

い
る
。

　

虫
沢
林
道
の
整
備
は
生
活

道
路
に
な
っ
て
い
る
民
家
付

近
を
優
先
し
順
次
進
め
る
。

質
問
者

　

平
野  

由
里
子　

議
員

不
妊
治
療
助
成
の

�

さ
ら
な
る
充
実
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
つ
い
て

質
問
者

　

古
谷　

星
工
人　

議
員虫沢林道入り口



14このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発

化
し
、
本
町
で
も
令
和
元
年

10
月
の
台
風
19
号
で
は
、
町

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
砂

崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、
県
道

町
道
が
通
行
止
め
と
な
り
、

ま
た
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
住

宅
の
半
壊
や
一
部
損
壊
の
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
に

対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
広
が

っ
て
い
る
現
況
を
踏
ま
え
、

緊
急
に
対
応
を
要
す
る
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
お
伺
い
致

し
ま
す
。

⑴　

感
染
症
対
策
に
配
慮
し

た
避
難
所
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
見
解
を
お
伺
い
し

ま
す
。

⑵　

自
治
会
ご
と
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
た
十
分

な
説
明
を
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
避
難
行
動
が
で

き
る
様
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

コロナ禍でも
避難できる体制に

回答（町長）

⑴　

町
で
は
、
台
風
や
コ
ロ

ナ
対
策
の
為
に
、
具
体
的
な

「
避
難
所
設
置
要
綱
」
を
定

め
た
。

　

避
難
所
を
町
民
に
開
放
し

た
際
に
、
避
難
者
を
速
や
か

に
収
容
す
る
た
め
に
、
検
温

の
実
施
や
テ
ン
ト
に
よ
る
配

置
で
の
仕
切
り
や
、
コ
ロ
ナ

感
染
が
疑
わ
れ
る
方
の
対
応

等
の
、
職
員
の
避
難
所
開
設

に
つ
い
て
の
訓
練
を
行
っ
た
。

⑵　

自
宅
の
災
害
を
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
把
握
し
、
自
ら

の
避
難
行
動
を
決
め
る
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
行

っ
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
中
に
、

自
主
防
災
会
の
皆
様
に
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を
行
い
、

理
解
を
含
め
た
上
で
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め

て
い
く
。

コロナ禍における
町の貯えは十分

回答（町長）

　

財
政
調
整
基
金
は
、
足
柄

上
郡
の
財
調
積
立
額
の
推
移

を
比
較
し
て
で
は
な
く
、
町

の
今
の
財
政
状
況
の
中
で
今

後
進
め
る
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
後
の
収
入
源
を
含
め
て

１
億
６
千
万
円
補
正
で
繰
り

入
れ
、
５
億
４
千
万
円
と
す

る
。

　

今
後
財
政
調
整
基
金
（
使

途
目
的
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
基
金
）
で
積
み
増
し
を
し

て
取
り
組
み
、
更
に
今
後
、

寄
１
番
地
の
土
地
の
売
却
収

入
を
積
み
増
す
予
定
と
し
て

い
る
。

　

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
第

２
・
第
３
波
の
影
響
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
時
に
は
、

（
蔵
を
開
く
）
準
備
も
し
っ

か
り
と
備
え
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
中
、
町
民
へ
の
救
済
措
置

な
ど
予
算
対
応
の
ご
苦
労
を

推
察
し
ま
す
が
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
設
置
や
松
田
小
学

校
建
設
工
事
等
大
き
な
支
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

減
収
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
長
の
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑴　

今
後
の
税
収
の
見
込
み

と
、
減
収
見
込
み
と
な
っ
た

場
合
の
対
策
は
。

⑵　

子
育
て
世
帯
向
け
賃
貸

住
宅
な
ど
の
債
務
負
担
に
つ

い
て
、
現
状
は
計
画
時
の
説

明
の
と
お
り
に
進
捗
し
て
い

る
か
。

⑶　

今
後
予
定
し
て
い
る
松

田
小
学
校
建
設
工
事
、
新
松

田
駅
前
開
発
事
業
へ
の
影
響

と
実
施
予
定
に
つ
い
て
。

コロナ禍でも
小学校や新松田駅前
開発は計画通り行う

回答（町長）

⑴　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長

引
け
ば
、
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
状
況
な
ど
、
地

方
財
政
の
見
直
し
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
状
況
も
想
定
さ
れ
、

地
方
財
政
制
度
の
改
革
が
行

わ
れ
た
場
合
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
減
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

⑵　

30
年
間
の
債
務
負
担
行

為
及
び
長
期
契
約
で
の
住
宅

整
備
で
あ
る
。
入
居
率
が
90

％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
事

業
者
の
リ
ス
ク
負
担
で
あ
る
。

事
業
者
と
連
携
し
て
、
入
居

率
90
％
以
上
を
確
保
し
て
い

く
。

⑶　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

必
要
と
な
る
財
政
需
要
が
増

加
す
る
一
方
で
、
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
、
町
民
税
や

譲
与
税
・
交
付
金
な
ど
収
入

減
を
予
想
し
て
い
る
が
、
支

出
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
予

定
ど
お
り
松
田
小
学
校
建
設

事
業
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

新
松
田
駅
前
開
発
事
業
に
つ

い
て
も
、
計
画
ど
お
り
進
め

る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
然
災
害
対
策

に
つ
い
て

質
問
者

　

南
雲  

ま
さ
子　

議
員

質
問
者

　

齋
藤　

永　

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て

防災訓練　テント

松田小学校入口交差点
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⑴　

コ
ロ
ナ
禍
で
町
財
政
は

先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

定
例
会
で
は
、
前
年
度
決
算

が
示
さ
れ
ま
す
が
、
非
常
事

態
で
必
要
な
の
が
蓄
え
で
す
。

町
の
貯
蓄
・
財
政
調
整
基
金

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

⑵　

小
学
校
建
設
事
業
は
、

実
施
設
計
か
ら
校
舎
建
設
へ

進
む
段
階
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
で
は
厳
し
い
税
収

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
で
小
学
校
整

備
事
業
の
債
務
負
担
行
為
は

議
決
さ
れ
、
こ
こ
で
実
施
設

計
完
了
に
伴
う
松
田
小
学
校

整
備
事
業
費
の
工
事
費
の
支

出
や
財
源
が
ど
う
変
動
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

⑶　

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー

ズ
ン
、
ま
た
、
地
震
や
洪
水

な
ど
災
害
は
突
然
襲
っ
て
き

ま
す
。
被
害
者
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
避
難
所
の
対
応
は

待
っ
た
な
し
で
す
。
現
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

コロナ禍における
町の貯えは十分

回答（町長）

　

財
政
調
整
基
金
は
、
足
柄

上
郡
の
財
調
積
立
額
の
推
移

を
比
較
し
て
で
は
な
く
、
町

の
今
の
財
政
状
況
の
中
で
今

後
進
め
る
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
後
の
収
入
源
を
含
め
て

１
億
６
千
万
円
補
正
で
繰
り

入
れ
、
５
億
４
千
万
円
と
す

る
。

　

今
後
財
政
調
整
基
金
（
使

途
目
的
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
基
金
）
で
積
み
増
し
を
し

て
取
り
組
み
、
更
に
今
後
、

寄
１
番
地
の
土
地
の
売
却
収

入
を
積
み
増
す
予
定
と
し
て

い
る
。

　

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
第

２
・
第
３
波
の
影
響
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
時
に
は
、

（
蔵
を
開
く
）
準
備
も
し
っ

か
り
と
備
え
て
い
く
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
今
、
世
界
の
経
済
は
か

つ
て
な
い
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
お
い

て
も
、
こ
れ
に
加
え
毎
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
自
然

災
害
の
た
め
、
来
年
度
以
後

の
国
か
ら
の
交
付
税
の
減
少

や
町
税
収
入
の
減
収
は
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

松
田
町
と
し
て
の
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
事

業
に
対
し
て
の
し
っ
か
り
と

し
た
優
先
順
位
を
つ
け
た
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

行
政
と
し
て
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

全力で町民の命と
生活を守る

回答（町長）

　

今
後
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
総
合
対
策
に
必
要
な
財
源

需
要
が
増

加
す
る
一

方
で
、
町

民
税
や
譲

与
税
、
交

付
金
は
景

気
低
迷
の

影
響
を
受

け
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
は

あ
る
が
、
今
後
の
状
況
に
応

じ
て
必
要
と
な
る
新
た
な
対

策
、
町
民
へ
の
安
定
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
執
行
は
確
実

に
行
っ
て
い
く
が
、
時
世
に

よ
る
変
化
に
即
、
対
応
で
き

る
よ
う
に
常
に
ブ
レ
ー
キ
の

上
に
足
を
乗
せ
て
お
く
感
覚

で
行
っ
て
い
く
。
そ
の
為
、

町
税
等
の
ほ
か
、
自
主
財
源

の
新
た
な
確
保
や
増
加
策
を

図
っ
て
行
く
。

　

第
６
次
総
合
計
画
等
に
て

予
定
し
て
い
る
政
策
的
な
取

り
組
み
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
、
開
始
時
期
や
事
業
内

容
の
見
直
し
な
ど
、
時
世
に

合
わ
せ
、
柔
軟
な
対
応
を
し

て
行
く
。

世
界
的
景
気
低
迷
の
中
、

�

今
後
の
事
業
執
行
を
問
う

質
問
者

　

中
野　

博　

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

松
田
町
の
行
政
や
財
政
の
対
応
は

質
問
者

　

井
上　

栄
一　

議
員

一般会計財政調整基金

0 1億円 2億円 3億円 4億円 5億円

H25年度末

H26年度末

H27年度末

H28年度末

H29年度末

H30年度末

R元年度末

4億5,444万2,838円
4億2,450万9,849円

2億8,458万9,815円
2億6,462万4,031円
2億5,463万9,835円

3億5,465万3,544円
3億5,466万5,876円

第6次総合計画
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第
3
回
臨
時
会

　

７
月
９
日
に
第
３
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
２

件
の
審
議
、
報
告
を
１
件
受

け
ま
し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
等
の
交
付
限
度
額
な
ど

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
事

業
費
の
補
正
予
算
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
７
９

１
万
１
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
64
億
６
４
３
２
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
症
対
策

に
関
わ
る
経
費
は
町
民
生
活

に
直
結
す
る
緊
急
性
が
高
い

も
の
で
し
た
が
、
こ
の
補
正

で
は
臨
時
交
付
金
の
額
が
大

き
い
た
め
、
議
員
11
人
で
構

成
す
る
補
正
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
、

本
会
議
と
も
に
賛
成
全
員
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
お
け
る
高
齢
者
の
健
康
維

持
の
た
め
の
啓
発
事
業
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

１
１
万
１
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
11
億
４
８
２
４

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
改
修
事
業
１
４
２
９
万
２

千
円
を
、
令
和
２
年
度
に
繰

越
し
た
の
で
計
算
書
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
臨
時
会

　

８
月
20
日
に
第
４
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
１

件
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
事
業
費
等
補
助
金
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工
事

費
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
９
１
１
万
４
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総

額
を
64
億
８
３
４

３
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
議

員
11
人
で
構
成
す

る
補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設

置
し
審
査
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、

左
記
の
事
項
を
強

く
申
し
入
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

※
本
会
議
の
採
決

は
下
記
の
と
お
り

議 案 審 議 結 果
第4回臨時会（8月20日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案37 令和２年度松田町一般会計補正予算 （第８号） 可 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○
※　飯田一議長は採決に加わらない。

一般会計補正予算審査特別委員会報告書（抜粋）
松田町一般会計補正予算（第7号）

審査の内容
　新型コロナウイルス感染症対策について、国の令和２年度第２
次補正予算及び新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金に伴う制度の趣旨、内容、スケジュール、町への交付金の額等
の説明を受け、新しい生活様式の考え方などを確認した上で、こ
の補正案との関連、事業の効果等を審査しました。
　この結果、次の事項について申し入れます。
（1）ジビエ事業の方向性については大いに理解するが、広域連携
及び管理体制について慎重に進められたい。
（2）商工振興策については、商品券発行のみでなく、別に小売店
等の振興についても配慮されたい。
（3）電子図書の今後の運用について、しっかりと計画されたい。

一般会計補正予算審査特別委員会報告書（抜粋）
松田町一般会計補正予算（第8号）

審査の内容
　福祉課長、環境上下水道課長ほか関係職員出席の
もと、質疑を行い審査しました。
　この結果、次の事項について強く申し入れます。
（1）燃料供給体制を至急確立し、議会に報告するこ
と。
（2）今回示された維持管理経費以内での運用を行い、
町財政に負担をかけないこと。
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議案第37号
令和2年度松田町一般会計補正予算（第8号）　【討論】

賛　成　討　論 平野　由里子　議員
　補正予算第８号について賛成の立場から討論いたします。
　町は数年前から再生エネルギーの可能性を探ってきましたが、その中で木質バイオマスの熱利用が地域の特性を
活かすことができるとして具体的な検討段階に入っていました。平成３０年に環境省の補助事業として木質バイオ
マスの導入可能性調査を実施しており、今回の提案はそれに沿った事業である。
　平成３１・令和元年３月に発表され、議会も承認した町の第６次総合計画の中で、森林の間伐材を利用した木質
バイオマス資源を持続的に利用し、森林の手入れをし、新たな地域経済を創出することは明記され、また総合計画
に付随するアクションプログラムでも木質バイオマス事業化の推進は優先事項とされている。
　その優先事項を具体化するために、今回の国の４分の３もの補助金採択は願ったり叶ったりであり、「補助金あ
りきの事業推進」という批判には全く当たらない。
　ただ、今回導入するボイラーのための木質バイオマスの利活用の規模では、単独事業としての採算性の確保は残
念ながら難しい。しかし、森林に手を入れることによる山林の保全、という視点を考慮した時、単に山林保全のた
めにお金と人手をかける事を思えば、間伐材の利活用の道を開くことによって良い循環が始まると言える。
　また、楽に採算がとれる事業なら、公共が介入せずとも民間が乗り出すだろう。山林保全は、防災・減災機能を
向上させるだけでなく、鳥獣害対策、農作物への被害減少、生物多様性の保全に繋がる。また灯油から木質燃料に
切り替えることは、産油国に流出していたお金を地域に循環させることになる。そこには公共が介在する意義があ
る。
　そして、松田町が一歩を踏み出すことで、山林を多く保有する神奈川県西部において木質バイオマスの利活用が
広がっていけば、真に雇用を生み出す規模になることは、先述の調査結果で明らかである。
　新型コロナの危機の下で、これまでのグローバルな自由競争社会を見直す時期に来ているが、その中で地域自給
圏という考え方が言われ始めている。山、川、海のあるこの地域で、農林業の再生、エネルギー自給、経済の地域
循環を目指すことは、十分に現実性を帯びてきた。今回の事業は、その未来予想図にも合致している。
　新型コロナの自粛ムードの中で経済活動が縮小し、CO2排出量は１７％も削減されたという（４月時点での昨年
度比）。国連環境計画が掲げた目標が毎年７.６％削減なのだから、驚異的な数字だ。やればできることが証明され
たと言っていい。つまり、新型コロナという「危機」への対応は、多くの人が真剣だったということだ。気候変動
を直近に迫った「危機」と認識したら、CO2はこのくらいは削減できるのだ。（ちなみに、その後経済の回復傾向
によりCO2削減幅も小さくなっているが、年間では４～７％の削減になると予測されている。）
　しかし、経済活動はやはり回復しなくては困る。でもコロナなんてなかったかのように元通りに、とはいかない
中で、グリーン・リカバリーが提唱されている。つまり、持続可能性に、お題目でなく今こそ真剣に向き合って、
経済活動を回復すべき、というものである。すでに各国で様々な取り組みが始まっているが、日本では来年度予算
の概算要求に向けて、環境省が「３つの移行」の推進を打ち出した。すなわち「脱炭素社会への移行」「循環型経
済への移行」「分散型社会への移行」である。これにも、松田町の今回の事業は当てはまる。
　このように、町が掲げてきた計画が、世界の目指す方向性に敵うことになるのだから、自信を持ってこの事業を
推進し、またそれを町の魅力として大いにアピールしていただきたい。これをもって私の賛成討論といたします。

反　対　討　論 井上　栄一　議員
　補正予算（第８号）健康福祉センター木質バイオマスボイラー設置工事について、反対の立場から討論を行いま
す。
　最近の異常気象、短時間の降水による河川の洪水被害、高温な気温現象などは二酸化炭素増大の影響によるもの
であります。そして、二酸化炭素排出抑制事業が着実に実施されることを期待するものであります。
　ただ、今回の補正予算の内容については、木質ボイラーの燃料となる薪（まき）の供給体制について、町の対
応や協議、調整などが無く、実際のボイラー運用について不安が有ります。木質ボイラー導入を先に決定するので
はなく、新たな事業である木質ボイラー用の燃料としての供給体制をまず確立し、それから予算化すべきである。
又、維持管理費等が町財政に負担を与えない事を担保することが必要である。
　これら供給体制、維持管理経費等について、町の説明、資料では明確になっていないため賛成はできない。
　以上により反対いたします。
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自然豊かな地域で安全・安心
松田町消防団第7分団 分団長　　古谷 竜

りゅう

仁
じ

さん（虫沢在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。

第4回定例会は12月2日（水）開会　　　新型コロナウイルス対策のため
傍聴は10席となっております。発熱等症状がおありの方はご遠慮ください。

　消防団は、地域における消防防災のリーダー
として、平常時・非常時を問わずその地域に密
着し住民の安心と安全を守るという重要な役割
を担います。消防団の活動は消火だけではあり
ません。実際にどのような所で活躍しているの
か、どのような役割を持った組織なのかをご紹
介します。
　消防団の活動としては、
消火活動、救助活動、捜索
活動、水防活動、防火・啓
発活動などがあり、年間を
通して活動しています。出
初式の際に、消火活動の基
本動作訓練となる消防操法
をお披露目することが恒例
となっております。分団員
一丸となり練習に励んでい
ます。
　現在、松田町には7つの分団が設置されてい
ます。第7分団は、寄地域の虫沢、田代が管轄
エリアで、活動拠点となる詰所を虫沢地域に
有し総勢16名が在籍する分団です。寄地域は、
丹沢の山々に囲まれ清流が流れる自然豊かな地
域ですが、その一方で有事の際には、地域のこ
とをよく理解していなければなりません。過去
の消火活動では、消火栓などの設備がない場所

での火災では、河川からホース40本連結して、
消火したこともありました。遭難救助隊の捜索
活動では、隊を編成し、危険な山や谷を捜索す
るため体力と山を熟知していなければならない
為、日頃から点検や訓練をしなければなりませ
ん。近年、地球温暖化の影響でゲリラ豪雨、台

風の巨大化により、今まで
にない自然災害が発生して
います。寄地域でも土砂災
害が発生しています。こう
した中で、消防団は、出動
しなくてはならないので、
分団員には、安全確認を
しっかりとしてから現場に
行くように日頃から伝えて
います。今後起こりうる大
規模災害に備え、規律を重

んじながらも、団員相互が融和し、協調性を高
めながら、地域の防火・防災リーダーとして地
域住民の皆様と信頼関係を築いていくことが最
も重要と考えております。これからも，地域の
安心・安全のために一層7分団の充実強化を図
り、郷土愛・人の和を軸とし誠心誠意努力を重
ねて行く所存であります。
　消防団活動にご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

消防操法（令和2年消防出初式）


